Bioorganic Studies for the Elucidation of Biological Processes of a Ciliate Blepharisma japonicum by 粳間, 由幸
 － 61 －
 
氏 名 粳 間 由 幸  
学 位 の 種 類 博   士（理  学） 
学 位 記 番 号 第 5055 号 
学位授与年月日 平成 19年６月 29日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項 
学 位 論 文 名 繊毛虫Blepharisma japonicumの生命現象解明に向けた生物有機化学的研究 
(Bioorganic Studies for the Elucidation of Biological Processes of a Ciliate 
Blepharisma japonicum) 
論文審査委員 主 査 教 授 飯 尾 英 夫   副 査 教 授 大 船 泰 史 
副 査 教 授 木 下   勇 



































 ２章では、B. japonicumの自己防御物質ブレファリズミン（BLN）の13C NMRスペクトルの帰属を、生合成的研
究手法を用いて検討している。この化学構造は多くの連続した置換型sp2炭素が存在し、NMRにおいてHMQCやHMBC
スペクトルの相関が及ばず、13C NMRの炭素シグナルの帰属が未解決である。[1-13C]-,[2-13C]酢酸ナトリウムを
B. japonicumの培地に投与して得たBLNの13C NMRで炭素シグナル強度の増大を認め、BLNのフェナントロペリレ
ンキノン部位はポリケチド由来であることを明らかにした。さらに、HMQCとHMBCスペクトル相関、および
[1,2-13C2]酢酸ナトリウムを取り込ませたBLNの2D-INADEQUATEスペクトル相関を解析することで、
13C NMRスペク
トルの全炭素を帰属した。この過程で、BLNの生合成における開始部位に関する重要な知見も得ている。 
 以上のように、本論文では、B. japonicumの接合現象と自己防御機能に関わり生物有機化学的な観点から研
究を行ない、その分子機構を明らかにするうえで多くの知見を得、その生命現象解明に寄与した。よって、博
士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
